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トンネル高温処理を行ったストックの開花状況
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県内産地に適した夏秋ギク型スプレーギクの新規日長管理方法
～消灯後20日間の日長管理で品質向上を～ 
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ストックの同一ほ場での年 2 回作付け体系
～年内＋4～5 月開花の年 2 回作付け体系を実証～ 
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業務用ナバナの有望品種に適した株間の検討
～株間を35cmとすることで反収の増加が期待できる～ 
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